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本研究 は ､ 1)障害の ある人に対 して ､ 社会が ど の ような圧力を注 い で い る の か に つ い て ､

新 し い ｢ まなざし｣ の概念を用 い て把握する こ と
､

2)障害当事者の 主体性やポ ジテ ィ プサ

イ コ ロ ジ ー

に着眼 し､ 障害 - の対処 と主観的ウ エ ル ビ ー イ ン グの状態とそ の状態を左右す

る要因 を明らかにす る こ とを通 じて
､ 現在 の 日本社会にお い て是正 を必要とす る価値観や

態度を指摘 した ｡ 主た る結果は以下 の 通 りで ある ｡

1 . 質的調査 におけるイ ン フ ォ
ー

マ ン トた ちは ､
｢ 自立 - の 意欲 が ありながら機会が開かれ

な い こ と｣ ｢所属集団か らの排除 ･ 蔑視｣ ｢ 公共 の 場所で の排除 ･ 蔑視｣ を通 じて ､ 否

定的な ｢障害者 - の社会の まなざし｣ を感 じ取 っ て い た｡ これ らは障害者が感 じ取 る

否定的な ｢ 障害者 - の社会の まなざし｣ は ､ 明白
,
t3: 差別と して は捉 えにく い 日常の垂

気 の ようなも の を含めた総体と して感じ取 られて い たo

一

方､ 肯定的 な ｢社会の まな

ざし｣ を感 じる経験 に つ い て の 言及 は極めて少 なく ､ 挙 げられ た事象は ､ 否定的な ｢社

会の まなざし｣ の 要素がな い こ と､ または低減 して い る こ とを指摘す るもの で あ っ たo

2 . 個 々 め否定的なま なざしに に つ い て
､ 現在の 日本 に ｢ ある｣ と答えた人 の割合は

､
1

項目 を除い て いずれも過半数を超 え
､ 従来欧米で指摘されて きた ｢障害者疲軌 に合

致する ような障害者観が存在する こ とが 明らかに な っ た o

一 方
､ 肯定的な ｢まなざしJ

に つ い て も､ 7 0 % 以上 の 人が ｢ ある｣ と答えた o 否定的な要素に つ い て も､ 肯定的な

要素に つ い ても存布を感 じて い る人は非常に多く
､ 否定的な要素に つ い て は是正 を

､

肯定的な要素に つ い ては 広がりを望ん で い る こ とが確認 されたo

3 .
｢ 障害者 - の 社会の まなざし｣ の 肯定的評価傾向は ､ 対人的な被差別経験お よび移動 ･

情報入手 の 不便よ る 日常の不快な経験の 多寡と強く 関連 して い たが
､ 障害の状態や社

会関係に よる説明力 は極め て小さか っ た o こ の こ とか ら日常生活 の 実感 に基づくも の

と考えられたo また ､ これ ら の ｢ 障害者 - の 社会の まな ざし｣ の認知 は ､ 市民 - の 調
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査で もほぼ同値を示 し
､ 障害者だけが感 じて い る事象で は なく ､ 障害の ない 人に も感

じ取られて い る事象で あると考えられた｡ 以上 より ､ 本研究で 用い た尺度は
､ 社会の

状態をモ ニ タ ー する手段と して有効で ある と考えられたo

4 . 積極的な対処 に つ い て は様々 な角度にわた っ て 広く用 い られて い たが
､ 消極的な対処

ス タイ ル をとる人は極めて少 なか っ た｡ ホ
ー プ を測定す る E ⅡⅠ 得点の 平均値は

一

般

住民とほ ぼ同値の 3 4 .6 点
､

8 2 % の 人が 自分の 生活 の 質を ｢普通｣ 以上で あると答 え
､

高い主観的 ウ エ ル ビ ー イ ン グを保持 して い る人が多数存在して い る こ とが 示されたo

本研究 の対象者にお い て は積極的な対処 ス タイ/ レが 広く採られて い るこ とに より､ 主

観的ウ ニ /i , ビ ー イ ン グが高く維持されて い ると考えられ たo

5 . 積極的な対処 ス タイ ル と対人的被差別経験 ､
｢ 障害者 - の 社会の まなざし｣ の 肯定的評

価とは視覚障害者にお い て の み 関連が み られ ､ 肢体不自由者､ 聴覚障害者で は関連が

見 られ なか っ たo しか し
､ 対 人的被差別経験 ､

｢ 障害者 - の社会の まなざし｣ の 肯定的

評価傾向は ､ ウ エ ル ビ ー

イ ン グ指標 と の 関連が認 められたD よ っ て ｢ 障害者 - の社会

の まなざし｣ や対人的な被差別経験は ､ 必ず しも積極的な対処 ス タイ ル を抑制す るも

の で はなか っ たが､
主観的ウ ニ / レ ビ

ー

イ ン グに負の 影響を持 つ も の と考えられ たo

6 . 積極的な対処 ス タイ ル に 関連する要因は
､ 社会的役割 ･ 社会関係を広くも つ こ とと正

の 関連を示 した｡ また ､
二 つ の主観的ウ エ ル ビ ー

イ ン グ指標に 関連する要 因は ､ 社会

的役割 ･ 社会関係 を広くも つ こ とと強 い 正 の 関連 があり
､ 積極的な対処 ス タイ ル は最

も大きな説明要因で あ っ たo こ の こ とか ら障害 - の積極的な対処 ス タイ/レ を促進する

上でも ､ 主観的ウ エ ル ビ ー

イ ン グを高く保 つ 上で も ､ 社会的役割や社会関係の 充実は

非常に重要で ある こ とが示唆された ｡

以上 ､ 本論文 は社会がど の ような圧力を注 い で い る の か に つ い て ､ 新し い ｢ まなざし｣

の概念を用 い て把握 したo 同時 に障害当事者の 主体性やポジテ ィ ブサイ コ ロ ジ ー

に着眼し ､

障害 - の対処 と主観的ウ エ ル ビ ー

イ ン グの 状態とそ の 状態を左右する要因を明らか に したo

本研究は こ れまで 行われてきた ス テ イ グマ 論 を主流 とする障害者研究 とは異な る枠組み を

採用するこ とに より ､ 流布 して きた ス テ レ オタイ プに 囚われな い 障害者理解に貢献すると

実証研究で あると考えられ ､ 学位の授与 に催するも の と考えられ る｡
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